


米朝首脳会談共同声明 

 

ドナルド・トランプ米大統領と北朝鮮の金正恩国務委員長は 2018 年 6 月 12 日、初めての歴史的な

首脳会談をシンガポールで行った。 

 

トランプ大統領と金委員長は、新たな米朝関係の確立と、朝鮮半島における持続的で強固な平和体

制の構築に関連する諸問題について、包括的で詳細、かつ誠実な意見交換をした。トランプ大統領

は北朝鮮に安全の保証を与えることを約束し、金委員長は朝鮮半島の完全非核化への確固で揺るぎ

のない約束を再確認した。 

 

新たな米朝関係の確立が、朝鮮半島と世界の平和と繁栄に寄与すると確信し、相互の信頼醸成によ

って朝鮮半島の非核化を促進できることを認識し、トランプ大統領と金委員長は次のことを言明す

る。 

 

1 米国と北朝鮮は、両国民が平和と繁栄を切望していることに応じ、新たな米朝関係を確立する

と約束する 

 

2 米国と北朝鮮は、朝鮮半島において持続的で安定した平和体制を築くため共に努力する 

 

3 2018 年 4 月 27 日の「板門店宣言」を再確認し、北朝鮮は朝鮮半島における完全な非核化に向け

て努力すると約束する 

 

4 米国と北朝鮮は［朝鮮戦争の米国人］捕虜や行方不明兵士の遺体の収容を約束する。これには

身元特定済みの遺体の即時帰国も含まれる 

 

史上初の米朝首脳会談が両国間の何十年にもわたる緊張状態や敵対関係を克服し、新たな未来を切

り開く上で大きな意義を持つ画期的な出来事だったと認識し、トランプ大統領と金委員長は共同声

明の規定を全面的かつ迅速に実行に移すと約束する。米朝首脳会談の成果を履行するため、米国と

北朝鮮はマイク・ポンペオ米国務長官と北朝鮮の担当高官が主導して、できるだけ早い日程でさら

なる交渉を行うと約束する。 

 

トランプ大統領と金委員長は新たな米朝関係の発展と、朝鮮半島と世界の平和と繁栄、安全のため

に協力すると約束する。 

 

ドナルド・トランプ米大統領 

金正恩・北朝鮮国務委員長 

 

2018 年 6 月 12 日 

 

セントーサ島 

シンガポール 









第2節 朝鮮半島
朝鮮半島では、半世紀以上にわたり同一民族の

南北分断状態が続いている。現在も、非武装地帯
（D

Demilitarized Zone
MZ）を挟んで、160万人程度の地上軍が厳し

く対峙している。

このような状況にある朝鮮半島の平和と安定
は、わが国のみならず、東アジア全域の平和と安
定にとって極めて重要な課題である。

図表I-2-2-1（朝鮮半島における軍事力の対峙） 参照

図表Ⅰ-2-2-1	 朝鮮半島における軍事力の対峙
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（注）　資料は「ミリタリー・バランス（2018）」などによる。なお、在韓米軍の兵力については米国防省資料（2017.12）による。
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本年度予算においては、BMD経費として、①レーダー

などの整備や維持・整備体制の構築などにより、運用基

盤の充実・強化、②イージス艦の改修やPAC-3ミサイルの

取得といった迎撃システムの整備の継続などにより、計

約930億円（契約ベースの金額で初度費を除く。）を計上

している。

（2）将来の能力向上
依然として弾道ミサイル技術の拡散は進展しており、各

国が保有する弾道ミサイルも将来的には、デコイ（囮
おとり

）を

用いて弾頭の迎撃を欺瞞
ぎまん

するなど、迎撃回避措置を備え

たものになっていく可能性は否定できない。

また、従来型の弾道ミサイルに対しても、一つのシス

テムが防護できる範囲の拡大や迎撃確率を向上すること

などが求められ、迎撃ミサイルの運動性能の向上などを

図り、BMDシステムの効率性・信頼性の向上に取り組ん

でいくことが必要である。

このような観点から、中期防においては、本年度以降

（防衛大綱の別表に掲げる体制を整備した後）のイージス

第
１
章
　
わ
が
国
の
防
衛
の
た
め
の
自
衛
隊
の
運
用
と
多
様
な
事
態
へ
の
対
応

141第２節　新たな脅威や多様な事態への実効的な対応

第
　
　
章
1

第Ⅲ部　わが国の防衛のための諸施策
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